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Be 型 X 線連星パルサー (BeXRB) は中性子星パルサーと Be 型星の連星系で、近星点通過に同期した、周期的な X 線増光
(アウトバースト) をトランジェント的に示すことがある。X 線のスペクトル中に見られる弱い中性鉄輝線 (Fe Ka) の起源
は詳しくは分かっていない。BeXRB 1A 1118-61 は 17 年間隔でアウトバーストを示す天体で、2026 年 2 月に 4 回目のア
ウトバーストが観測された。これまでの観測において、本天体の Fe Ka が一般的な BeXRB よりも大きい等価幅を示すこ
とが報告されていることから、BeXRB の Fe Ka の調査に最適な天体であるといえる。そこで X 線撮像分光衛星 XRISM
による観測を行った。XRISM に搭載された X 線マイクロカロリメータ Resolve の高いエネルギー分解能 (約 5 eV) のおか
げで、Fe Ka (Ka1 および Ka2 を含む) の構造を初めて明確に分解することに成功し、この輝線が幅の異なる 2 つの成分
で構成されていることを発見した。狭い成分の幅は約 2 eV、広い成分の幅は約 40 eV であった。広い成分の幅は、アル
フベン半径でケプラー回転する物質から輝線が放射されたと仮定した際の幅 (約 33 eV) とよく一致している。また、中
性子星のパルス位相ごとに分割して Fe Ka の変化も調べた。狭い成分については、輝線強度と等価幅がパルス位相に応
じて変化するが、中心エネルギーおよび幅には有意な変化は見られなかった。これに対し、広い成分では中心エネル
ギーと幅にパルス位相依存性が認められたが、輝線強度および等価幅には有意な変化は見られなかった。これらの結果
は、狭い成分は Be 型星かその周囲の星周円盤、またはその両方から、広い成分は降着円盤の内縁 (アルフベン半径付
近) から放射されている事を示唆する。
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